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◆AIの見方
AIに対して、悲観的な見方と楽観的な見方がある。
それは、例えば、仕事に関して、
・悲観的な見方は、AIによって仕事が人から奪われる。
・楽観的な見方は、AIによって人が仕事から解放される。
というものだろう。
各人の予測に基づくものであり、最終的にどうなるかは分からないが、AIの利用を推進する立場であれば、悲観的な見方も尊重しつつ、楽観的な見方をすべきだろう。

◆幸せな未来
AIによって人が仕事から解放されれば、人は仕事をしなくても(遊んでいれば)よくなる半面、生活費を仕事で稼ぐことができなくなる。
これは人にとって死活問題であり、悲観的な見方の根拠になる。
しかし、その時は、人の代わりに作業をするロボットが必要になる。
よって、ロボットを買って、ロボットに働いてもらう、つまり、ロボットを貸せばよい。
自動車やコンピューターは、かつては高価だったが、大量生産によって低価格化した。
ロボットも同様に、低価格化し、個人でも所有できるようになる。

◆ロボット
ロボットは生成AIと融合する。
ロボットは自律的に、かつ高速に学習するため、ロボットを教育する必要もない。
人が簡単な指示をすれば、指示の内容を認識し、指示の背景を類推し、リスクを評価し、最適な行動を選択し、実行してくれる。
また、ロボットは人間には過酷な環境でも仕事をすることができ、休息や睡眠も必要なく、文句も言わない。
ロボットも維持管理が必要だが、ロボット同士が維持管理をするだろう。
結果として、ロボットは人の数倍～数百倍の生産性を持つ。

◆猶予時間
AI技術の急速な進歩を見ると、すぐにでも幸せな未来が実現するのではないか、実現してほしいと思うが、それが実現するには、相当の時間がかかるだろう。
なぜなら、技術が急速に進歩しても、人がそれを受け入れるには時間がかかるからだ。
楽観的な見方をする人よりも、悲観的な見方をする人が多ければ、さらに時間がかかる。
しかし、時間がかかっても、いずれはそのような未来が実現するだろう。
であれば、楽観的な見方をする人は、方向性を疑わず、少しずつ仲間を増やしていくことに努めるべきであろう。楽観的な見方しか、夢を見ることはできない。
以上
